
一
九
九
○
年
十
二
月
二
十
日
の
夜
、
東
京
お
茶
の
水
の
日
仏
会
館

ホ
ー
ル
で
、
近
代
外
科
の
父
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
没
後
四
百
年
記

念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
日
本
医
史
学
会
並
び
に
多
数
の
会

員
の
皆
様
の
御
支
援
御
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
た
い
。
年
の
暮

の
押
し
せ
ま
っ
た
こ
の
時
期
に
、
四
百
人
を
越
す
人
々
、
医
学
に
従

事
し
て
い
る
人
々
、
医
学
を
め
ざ
す
人
々
、
医
学
に
世
話
に
な
っ
て

い
る
人
々
が
集
ま
っ
て
、
今
ま
で
わ
が
国
と
の
つ
な
が
り
に
脚
光
を

当
て
た
こ
と
の
な
か
っ
た
偉
大
な
フ
ラ
ン
ス
人
外
科
医
の
再
評
価
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
一
部
の
専
門
家
に
の
み
知
ら
れ
て
い
る

存
在
で
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

十
九
年
前
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
近
代
外
科
の
父
と
し
て
有
名
な
パ

レ
の
生
地
を
訪
ね
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
外
科
史
上
の
意
義
、
日

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
。

パ
レ
四
百
年
祭
を
巡
っ
て

大
村
敏
郎

本
と
の
つ
な
が
り
を
調
べ
、
そ
し
て
没
後
四
百
年
の
時
に
記
念
顕
彰

事
業
を
企
だ
て
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
念
願
の
夢
が
叶
っ
た
の
で
あ

ブ
（
》
○

す
で
に
本
学
会
で
何
度
も
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
（
少
目
胃
。
常

闇
尿
璋
望
弓
ｌ
届
ｇ
）
に
つ
い
て
報
告
し
て
き
た
し
、
今
回
の
四
百

年
祭
も
学
会
の
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
一
昨
年
六
月
か
ら

実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
当
学
会
か
ら
蒲
原
・
蔵
方
・
酒
井
・

中
西
・
深
瀬
の
各
先
生
に
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
日
本
外
科
学

会
・
日
仏
医
学
会
と
連
繋
し
な
が
ら
計
画
を
進
め
て
き
た
。

行
事
と
し
て
、
四
百
回
目
の
命
日
に
行
う
記
念
式
典
と
講
演
会
の

他
、
出
版
物
の
発
行
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
映
に
よ
る
広
報
活
動
、
日

本
医
学
会
総
会
に
お
け
る
医
学
史
展
示
へ
の
参
加
、
そ
の
他
フ
ラ
ン

ス
・
ラ
ヴ
ァ
ル
市
に
お
け
る
．
〈
し
四
百
年
祭
と
の
交
流
な
ど
盛
沢
山

に
な
っ
た
。
こ
の
実
行
委
員
会
の
特
色
は
共
通
の
認
識
を
も
ち
、
活

動
の
活
性
を
高
め
る
た
め
に
四
回
も
勉
強
会
を
も
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
講
師
は
い
ず
れ
も
日
本
医
史
学
会
の
先
生
方
に
な
っ
て
い
た
だ

い
た
。外

科
系
の
各
学
会
に
．
ハ
レ
を
特
別
な
話
題
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と

は
外
科
の
グ
ル
ー
プ
が
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
晩
年
の
パ
レ
が
書
い
た
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『
弁
明
と
旅
行
記
』
の
部
分
は
日
仏
医
学
関
係
の
人
煮
の
手
で
分
担

硫
訳
さ
れ
て
、
六
月
頃
に
四
百
年
祭
の
記
録
と
共
に
出
版
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

東
京
の
式
典
は
、
高
橋
武
蔵
野
日
赤
院
長
の
司
会
で
、
会
長
の
森

岡
東
大
教
授
の
挨
拶
、
実
行
委
員
長
の
私
の
経
過
報
告
、
日
本
側
代

表
と
し
て
羽
田
日
本
医
師
会
長
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
グ
ポ
ー
・
ド
・
ブ

ル
ジ
ェ
ー
ル
氏
の
挨
拶
と
つ
づ
き
、
十
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
取
材
し

て
き
た
ば
か
り
の
パ
レ
の
生
涯
に
ま
つ
わ
る
フ
ィ
ル
ム
と
日
本
の
文

献
資
料
を
組
合
せ
座
談
会
に
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
が
会
場
の
大
画
面
に

映
し
だ
さ
れ
た
。
そ
の
大
部
分
は
十
九
年
前
に
訪
れ
た
私
の
旅
の
再

現
で
あ
る
。

同
日
こ
れ
が
教
育
テ
レ
ビ
で
全
国
に
放
映
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
方
が
パ
レ
に
理
解
と
関
心
を
寄
せ
て
下
さ
り
、
反
響
の
大
き

さ
に
驚
い
て
い
る
。
式
典
会
場
で
は
さ
ら
に
「
パ
レ
の
生
涯
」
「
日

本
へ
の
影
響
」
「
フ
ラ
ン
ス
医
学
と
私
」
と
い
う
三
つ
の
講
演
が
続

き
、
私
と
酒
井
シ
ヅ
先
生
、
作
家
の
加
賀
乙
彦
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
担

当
し
た
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
式
典
を
約
一
ヶ
月
く
り
あ
げ
て
、
十
一
月
二

十
四
、
五
の
両
日
を
頂
点
に
生
地
ラ
ヴ
ァ
ル
市
で
行
わ
れ
た
。
そ
の

他
九
月
か
ら
三
ヶ
月
間
ラ
ヴ
ァ
ル
城
内
の
博
物
館
は
「
人
体
の
映
像
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
パ
レ
に
ま
つ
わ
る
展
示
品
を
並
べ
、
音
楽

会
、
演
劇
、
医
学
講
演
会
、
国
際
歴
史
コ
ロ
キ
ウ
ム
な
ど
が
次
禽
に

開
催
さ
れ
た
。
町
を
挙
げ
て
の
お
祭
で
あ
る
。
ラ
ヴ
ァ
ル
市
が
パ
レ

の
使
っ
た
頭
部
に
孔
を
あ
け
る
器
具
（
ト
レ
パ
ン
）
の
一
式
を
保
管

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
四
百
年
祭
の
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
は
ア

ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
の
顔
を
使
い
、
頭
部
を
脳
の
解
剖
図
に
置
き
か

え
た
も
の
を
使
っ
て
い
た
。
日
本
の
ポ
ス
タ
ー
で
は
パ
レ
の
像
を
中

心
に
、
生
れ
た
ラ
ヴ
ァ
ル
と
死
ん
だ
。
〈
リ
の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
な

地
図
を
背
景
に
入
れ
た
。

ラ
ヴ
ァ
ル
の
式
典
の
一
週
間
前
に
日
本
側
の
森
岡
会
長
や
私
の
他

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
が
当
地
を
訪
ね
、
地
元
の
人
々
の
大
歓
迎
を
う
け

た
。
さ
ら
に
私
の
み
居
残
っ
て
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
国
際
歴

史
コ
ロ
キ
ウ
ム
に
発
表
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
十
二
人
の
演
者
は
い

ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
用
し
た
。
会
場
に
は
ラ
イ
デ
ン
か
ら
来
た

石
田
純
郎
氏
の
顔
も
み
え
た
。

開
会
式
で
は
遠
来
の
客
と
い
う
こ
と
で
私
に
も
一
言
発
言
の
機
会

が
与
え
ら
れ
、
発
表
の
際
も
特
別
な
枠
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
私
の

演
題
は
「
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
．
。
〈
し
の
外
科
の
旅
ｌ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
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今
回
の
。
く
し
の
二
つ
の
式
典
に
参
加
し
て
、
日
仏
両
国
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
パ
レ
専
門
家
た
ち
は
研
究

を
共
に
す
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
は
外
科
と

医
史
学
の
接
点
が
確
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
の
研
究
や
発
表

の
場
が
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
り
た
い
。

（
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
研
究
室
）

日
本
へ
」
と
い
う
も
の
で
ス
ラ
イ
ド
を
多
用
し
て
言
葉
の
壁
を
の
り

越
え
る
と
い
う
、
昔
パ
レ
が
使
っ
た
手
法
を
取
入
れ
た
の
で
あ
る
。

二
十
分
の
講
演
に
対
し
て
十
回
も
拍
手
が
湧
い
た
の
は
異
例
の
こ
と

で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
蘭
学
と
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
西
洋
に
お
け
る
医

学
・
科
学
・
技
術
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
西

洋
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
性
格
を
持
っ
た
科
学
や
医
学
で

あ
っ
た
の
か
？
ｌ
そ
れ
を
検
討
し
た
研
究
は
、
少
な
い
よ
う
で
あ

る
。

演
者
は
、
蘭
学
を
伝
え
た
西
洋
人
、
す
な
わ
ち
渡
来
オ
ラ
ン
ダ
人

医
師
及
び
、
受
容
藺
害
の
オ
ラ
ン
ダ
人
箸
訳
者
に
つ
い
て
、
プ
ロ
リ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
検
討
（
集
団
的
伝
記
研
究
法
）
を
行
な
っ
た
。
プ

ロ
リ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
、
歴
史
に
お
い
て
何
ら
か
の
役
割
を
演
じ

た
集
団
に
属
す
る
人
灸
の
生
涯
を
一
括
し
て
調
査
し
、
共
通
の
各
項

に
つ
い
て
分
析
し
、
彼
等
に
共
通
の
背
景
の
特
質
が
何
で
あ
る
か
を

判
定
す
る
歴
史
研
究
の
手
法
と
さ
れ
て
い
る
。

藺
学
の
ル
ー
ヅ
に
つ
い
て

Ｉ
オ
ラ
ン
ダ
外
科
医
界
由
来
の
医
学
Ｉ

Ｊ１

石
田

Ｊ２

吟
Ⅱ
〕
け
い
ド
、
了
Ｊ
Ｌ

漁
自
Ｉ

ポ
イ
ヶ
ル
ス
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